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立
表
決
に
お
け
る
議

長
の
採
決
結
果
宣
告

に
対
す
る
異
議
の
申
し
出
は
、

次
の
議
題
に
入
る
ま
で
の
間

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

後
に
異
議
を
申
し
出
て
も
議

長
の
宣
告
は
覆
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

起
立
採
決
は
、
賛
成
者
の

起
立
を
求
め
、
議
長
が
起
立

者
の
多
少
を
認
定
し
て
可
否

の
結
果
を
宣
告
す
る
も
の
で
、

起
立
者
を
数
え
る
必
要
も
義

務
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
町

議
会
は
議
員
数
が
13
名
（
議

長
を
除
く
と
12
名
）
で
あ
り
、

映
像
で
も
確
認
で
き
る
こ
と

議長の辞職を許可
新議長に桜井崇裕議員、新副議長に高橋政悦議員

令和２年第４回定例会（６月12日）

補
正
予
算
の
採
決
を
誤
認

責
任
を
取
り
辞
意
表
明

起 加来良明
議長

新
体
制
で
再
ス
タ
ー
ト

選
挙
に
よ
り
正
副
議
長
決
ま
る

　

定
例
会
２
日
目
の
６
月
12
日
、
本
町
議
会
は
加
来
良
明
議
長
が
６
月
10
日
付

で
副
議
長
に
提
出
し
た
議
長
辞
職
願
に
つ
い
て
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
辞
職
を

許
可
し
ま
し
た
。

　

加
来
議
長
は
、
定
例
会
初
日
の
６
月
８
日
に
提
案
の
あ
っ
た
「
令
和
２
年
度

清
水
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）」
の
採
決
に
お
い
て
、「
賛
成
多
数
に

よ
り
可
決
」
と
宣
告
。
実
際
は
可
否
同
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
後
に
わ
か
り
、「
判

断
を
見
誤
っ
た
責
任
は
重
い
」
と
し
て
辞
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

か
ら
、
議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
議
員
の

賛
否
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

採
決
に
お
い
て
賛
成
・
反

対
が
同
数
（
可
否
同
数
）
の

場
合
、
議
長
に
は
裁
決
権
が

認
め
ら
れ
て
お
り
、
可
決
ま

た
は
否
決
の
ど
ち
ら
と
す
る

か
は
議
長
が
判
断
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
議
長
の
採
決
結
果

宣
告
に
対
し
て
、
出
席
議
員

の
2
名
以
上
か
ら
異
議
の
申

し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
記

名
ま
た
は
無
記
名
の
投
票
で

表
決
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
の
辞
職
を
許
可
し

た
こ
と
を
受
け
、
急

き
ょ
日
程
を
追
加
し
、
議
長

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
長
選
挙
は
無
記
名
投
票

に
よ
り
行
い
、
桜
井
崇
裕
議

員
９
票
、
高
橋
政
悦
議
員
２

票
、
白
票
２
票
で
桜
井
崇
裕

議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

副
議
長
で
あ
っ
た
桜
井
崇

裕
議
員
が
議
長
と
な
っ
た
た

め
、
続
け
て
副
議
長
選
挙
も

議

同
様
に
行
い
、
高
橋
政
悦
議

員
11
票
、
奥
秋
康
子
議
員
1

票
、
白
票
1
票
で
高
橋
政
悦

議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
委
員
会
構
成
、

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
、

議
席
番
号
も
一
部
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

　

議
長
・
副
議
長
の
任
期
は

議
員
の
任
期
と
同
じ
令
和
5

年
1
月
26
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

議会豆知識
「表決」「採決」「議決」
　議会の意思決定において、個々
の議員が参加し、議題等に対して
賛成、反対の意思表示をすること
を「表決」といい、議長がこの表
決を採ることを「採決」といいます。
　そして、表決の結果得られた議
会の意思決定（例えば、可決、否決、
同意など）を「議決」といいます。
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　このたび、突然議長の要職を仰せつかり、職責の重さに身の引き締
まる思いをしております。
　さて、清水町は、人口減少の中で、少子高齢化対策、公共施設の老
朽化、各種災害に対する防災対策、町を支える産業の振興など、様々
な町政課題を抱えています。
　さらに、「コロナ禍」により、各種経済対策、学校休業に伴う影響、
新たな感染予防と生活スタイル等、経験したことのない状況にあり、
地域経済の先行きと落ち込みが懸念されます。
　このような状況のもと、行政と議会は常に一体となって、諸問題の
解決と住民の安心・安全のために取り組まなければなりません。また、

町民の皆さまの議会に対する関心を高めるためにも、執行側により丁寧な議案説明を求め、議員
が常に町民目線に立って、建設的な議論ができる議会運営に努めていきたいと考えています。
　議長として、中立性・尊厳性を保ち、使命感を持って誠心誠意努力する決意であります。
　今後とも、清水町議会に町民の皆さまのより一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し
上げ、就任のごあいさつといたします。

議長　桜井崇裕

　副議長就任にあたり、その職責の重大さを認識し、議長を補佐する立
場として円滑な議会運営に全力を尽くしてまいります。
　それには町民の皆様の様々なご意見を集約し、課題の解決に向けて議
論を尽くし、しっかりと町政に反映させていくことが大事であると考え
ております。
　また、少子高齢化への対応、子育て支援、地域防災力の強化など、地
方自治体の果たすべき役割はますます大きくなっております。町民福祉
の充実と町政の発展に寄与するため、議決機関としての役割と機能を十
分に発揮し、皆様のご期待に沿うように努力していきたいと思います。

副議長　高橋政悦

議長・副議長　就任のごあいさつ

※
今
回
の
変
更
部
分
を
色
づ

け
し
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

※
議
員
の
議
席
番
号
は
次
の

と
お
り
変
更
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
7
↓
６　

西
山
８
↓
７

口
田
９
↓
8　

中
島
10
↓
9

奥
秋
11
↓
10　

加
来
13
↓
11

高
橋
６
↓
12　

桜
井
12
↓
13

○
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

鈴
木
孝
寿

　

副
委
員
長　

口
田
邦
男

　

委
員　
　
　

中
島
里
司

　

委
員　
　
　

奥
秋
康
子

　

委
員　
　
　

高
橋
政
悦

○ 

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組

合
議
会
議
員　
　
　

　
　
　
　
　
　

桜
井
崇
裕

　
　
　
　
　
　

高
橋
政
悦

○ 

十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
議

会
議
員

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

桜
井
崇
裕

○
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　
　
　
　
　
　

西
山
輝
和

議
会
構
成
一
覧

○
議　

長　
　

桜
井
崇
裕

○
副
議
長　
　

高
橋
政
悦

○
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

奥
秋
康
子

　

副
委
員
長　

山
下
清
美

　

委
員　
　
　

深
沼
達
生

　

委
員　
　
　

佐
藤
幸
一

　

委
員　
　
　

口
田
邦
男

　

委
員　
　
　

加
来
良
明

○
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

中
島
里
司

　

副
委
員
長　

中
河
つ
る
子

　

委
員　
　
　

川
上　

均

　

委
員　
　
　

鈴
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孝
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委
員　
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山
輝
和

　

委
員　
　
　

高
橋
政
悦

○
広
報
広
聴
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任
委
員
会

　

委
員
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佐
藤
幸
一

　

副
委
員
長　

深
沼
達
生

　

委
員　
　
　

川
上　

均

　

委
員　
　
　

山
下
清
美

　

委
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中
河
つ
る
子

　

委
員　
　
　

加
来
良
明
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